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Lycidas ひ とつの解釈

藤 井 治 彦

LycidasV'つ い て は す で に 多 く の事 が 言 わ れ て い る.こ と にTillyard

以 後,Ransom,BrooksとHardy,Allen,Tuve,Fraserと 続 く一 連 の 研

ユ

究 と批評 を読 む時,こ の詩Y'つ い て何 らか の全 く新 しい事実を提 出す る こ

とはほ とん ど困難 であ るよ うに思わ れる.今,我 々のなすべ きことは,今

日まで の研究 の成果を 出来 るだけ理解した上 で,こ の詩 の どうい う所が今

日の我 々とかかわ りを持つか,あ るいは,ど うい う点が この詩 を我 々か ら

遠 いものとしてい るか を述べ るこ とであ ろ う,

Lycidasの 中 に,我 々の直接 的な感動を こぼむ 要 素が あるこ とは 確 か

V'認 めなければな らない.ま ず何 よ りも我 々を戸 ま どわせ るのは,そ れが

牧 歌であ ることであ る.言 うまで もな く,Lycidasは 構 成 の上において も

い くつか の牧 歌 の慣習を守 り,夊,表 現や用語に おいてもそれ以前 の牧歌

『をふ まえた ものを多 く用いてい る
.そ うい う事実 は,牧 歌 とい う形 式が生

きて働 いていた時代 には,そ の形式特有 の魅 力を この詩に あた えた もの と

偲 われ るけれ ども,牧 歌 とい う形式 の約 束が忘れ られた今 日では,か え っ

て,読 者を この詩 か ら遠 ざけ る原因 とな ってい る.

さ らV'Lycidasを 書 くに際 して,MiltonV'ひ とつの規範 を提供 した

TheocritusやVirgilの 牧 歌はその内容において もあ る限界を持 ってい

た.そ れは,こ れ らの詩が逃避的な精神をひ とつ の基調 としてい る,と い

うことであ る.牧 歌 は,必 ず どこかに現実か ら逃避 したい とい う気持 をあ
2

らわ してい る.Theocritusは そ のidylsと よばれてい る詩 のい くつかの

中 で,現 実 の混乱を のがれ よ うとす る心の動 きを牧羊者の生 活 とい う像に
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結 びつけ ることに成功し,Virgilは その牧羊者の生活を,薄 明の中に描 く

ことをひ とつの手段 として,牧 歌の世界を完成した.Virgi1の 牧歌集が

「枝を拡げたブナの木蔭」に横たわるテ ィーテsル スの姿に始まり,「 蔭

は詩人には害がある」 と木蔭を去る詩人の姿に終って,い わば,そ の牧歌
ヨ

世界が,影 の薄 明の中Y'置 かれてい るこ とは,注 目すべ きことであ る.

Miltonの 初 期 の詩,NativityOde,1.'Allegro,IlPenseroso,Comus等

は この古 典牧 歌 と共通す る精神 と表現 をひ とつの要素 として持 って いる.

これ らの詩に く りかえしあらわれ るのは,現 実 の世 界には,秩 序 と調和 が

欠け てい るとい う意識 と,ど こか に理 想の国があ るとい う信念 と,そ の国

へ のあ こがれ の感情であ る.こ れ は必ず しも逃避的 とは言えないか も知れ

ないが,逃 避的態 度 と共通す るものであ るとはいえ よ う.夊,Brooksが
る

L'AllegroとIZPenserosoに 見 出した``coolhalf-lights'Uま,や がて こ

れ らの詩 のすべてに多少 とも見 出 され る重要な一要素であ り,お そ ら く

MiltonがVirgilか ら うけついだ貴重な遺産であ った と考 え られ るもの

である.

これ らの要 素はLycidasに も見 出 され る.Forwewerenursedupon

theself-samehil1"(1.23)と は じまる回想 の部分,乙 女達 と木影でたわ

むれ よ うか とい う部分(11.67-9),そ して,"Return,Alpheus,thedread

-voiceispast/Thatshrunkthystreams"(ll .132-3)に 始 まる花の一

節 の中Y',お だやか な光 の 中の牧 人 の 国へ のあこがれをみ ることが 出来

る.

逃 避 は自由を与 え られてい る人間 の根元 的な態度 のひ とつで ある.我 々
ら

は,変 化の中で刻々に決意する重荷を放棄して,「 自由からの逃走」をお

こないたいという願いを持っている.そ して我々は時の停止した,変 化の

ない,激 しい光の射 さぬ国を絶えずあこがれている.そ れ故に,牧 歌の精

神はどの時代の人間にも共通するものを持っているといえるのである.

しかし,逃 避の精神は限界をもっている.ひ とつの文学作晶は,そ れが



24

も し偉大な もので あるな らば,人 間の生 の全体を示す ものであ り,肯 定を

通 じてにせ よ,否 定 を通 じてにせ よ,現 実 の人 間の存在状態を 明確に示す

こ とを通 して,人 間の この世V'耐 える気持 につ なが ってゆ くものでなけれ

ばな らない.

も しLycidasが,単 に牧歌 の枠 内Y'と どまる ものであ ったな らば,以 、

上の よ うな,そ のジ ャンル特有 の形式 と内容両面 の制約に よって,我hと

の問のへ だた りは今以上 に遠 い ものにな っていたに相違ない.し か しなが

らこの詩 は,一 面 において牧歌 の伝統 を うけつ いでいる と共に,他 面,古

典牧 歌をはるか に越 える要 素を持 ってい る.そ れ は,人 間 の死 と,そ の死

の意識を契機Y'す ることに よってのみ可能 となる,人 間の存在 の認識が,

この詩に示 されてい る とい うこ とであ る,

も とよ りpastoralelegyと い う形式 は昔か らあ ったわ けで あ って,古

典牧 歌に も人間の死は と り扱わ れている.Theocritusで は 第 一 牧 歌

Virgilで は第五牧歌がそ の例で あ り,又Bionに は"TheLamentfor

Adonis"が,Moschusに は"TheLamentforBion"が あ る.し か

し,そ こでは,死 が甘 美なかな しさを もって歌われ ることはあ って も,破

壊的 な虚無 として とらえられ ることはな く,又,人 間を死に至 る者 として

とらえる見方 も,全 然ないわけではないに して も,稀 であ った.

Lycidasに お け る死は,こ の よ うな古典牧 歌Y`け る死 とは全 く異 って

いる.こ こでEdwardKingの 死 はひ とつ の体験 の契機を提 出してい る.

KingはMilton .に と っては結局他人であ るに過 ぎないであろ う.し か し丁

死は誰に とって もまぬがれがたい ものであ り,他 人の死は 自分 の死 の可 能

性を あ りあ りと示す こ とがあ る,と い うことこそ 重大 であ る.多 くの人は,

この素朴な,し か し,根 元的な恐怖 の 体 験を 日常の 営み の中にす りかえ

て,忘 れ去 ってゆ くこ とに よって解決 してゆ く・Miltonは こ の恐怖の体

験に執着 し,そ れが 自分に対 して意味す るものを感 じつ くし,そ して,そ

こか らの脱出を こころみたのであ る。 もし この詩Y`い て誠実 さ とい うこ
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とを 問 題にす るな らば,友 人 の死を どれだけ悲 しんでい るか とい うことが

間題 な のではな くて,他 人の死において 自己の死 をみ る誠実 さを 問題 にす

るべ きであろ う.Lycidasは,死 が間違いな く我 々を待 っている ことを始

め て感 じた青年の体験 と,そ の問題の克服を書いた ものである とい うのが
,

この作 品の主題についての最 も正確 な言い方 である と言xよ う.

そ の よ うな体験 のひ とつ の重要 な局面 ば 自分が尊重 し,そ こに価 値を

見 出していた ものに対す る うたがいが生 じることである.LycidasUこ は,

一 方 に死g)提 出す る
,価 値 に関す る うたがいがあ り,そ の解決がせ まられ

てい る.し か しそれは,で きるだけ回答をのば して,そ こか ら逃れたい問

題で もある.逃 れ る場所 として,お だやかな牧 歌の世界が一方に用意 され

てい る.し か し,ど こまでのがれて も,死 の影は心に射 し,牧 歌 的な平和

が いつわ りの ものY'す ぎぬ ことが念頭 を去 らない.こ の交錯 がこの作 晶の

基 本的な型 とな っている.こ れは交錯 とい うよりはむ しろ,疑 い と回答を

段 階 とす る心理の展開 とい うべ きか も知れないう

疑い はまず芸術 この場合は詩 ド の価値にむけ られ る.自 分が,い

わば 日常的 な幸福をすてて,芸 術に身を ささげ,禁 欲的な精 進をつづけて

い るのに,か がやか しい名声を得 る前 に死が訪れ るか もしれない .自 分が

価 値を おいた この生 活態度 は無意 味な ものではないだろ うか,と い う疑 い

がお こる.し か し,こ の疑 いは地上 の名声 とい う目的 を相対 的な もの と考

え るこ とに よって一応 の解決を得 る(11.64-84).次 に は地上 におけ る宗教

者 のあ り方へ の疑いが出 され るが,そ れ も夊,地 上 の尺度を こえた もので

審判が下 る とい う信 念に よって一応打 切 られている(11.ios-is1).そ し

.て,ほ とん ど,す べ ての疑 問が解 決 されたかの よ うY',そ し て,青 年 の死

は,単 に,い ささかの甘美 さを まじえた悲 しみのみ として解 決で きるか の

よ うに,花 の一 節が つづいてゆ くのであ る.

しか し・それ はつ いに"falsesurmise"「 仮 のす さび」(1.153)Y'す ぎ

ず,も う一度,芸 術 的生活 で もな く宗 教的生活 でもな く,こ の世 におけ る
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人間の姿そのものが確認されねばならない.そ れが,轟 く海に漂 う骨をえ

がいた一節である。

Ay  me  ! whilst thee the shores and sounding seas 

Wash far away, where'er thy bones are  hurled  ; 

Whether beyond the stormy Hebrides, 

Where thou perhaps under the whelming tide 

Visit'st the bottom of the monstrous  world  ; 

Or whether thou, to our moist vows denied, 

Sleep'st by the fable of Bellerus old, 

Where the great Vision of the guarded mount 

Looks toward Namancos, and Bayona's hold. 

Look homeward, Angel, now, and melt with  ruth  : 

And,  0 ye dolphins, waft the hapless youth. 

                                   (11. 154-64)

これは海に死んだ人間の姿であると共に,死 が地上における人間の最後的

な姿であるとい う意味で人間のこの世におけるあ り方のひとつの認識であ

る.

人間が,こ のような姿を とる事はこの詩の最初から意識されていた.

He must not float upon his watery bier 

Unwept, and welter to the parching wind, 

Without the meed of some melodious tear. 

                                     (11. 12-14)

とい う所Y"は すでに轟 く海 に浮ぶ骨が予想 され てい る." .parchingwind",

は 肉体 を骨 に まで還元す る もの ととるべ きであろ う.い かに疑問 に一応 の

解答 が与え られ,牧 歌的なな ぐさめが用意 されて も,そ の間Y'肉 体 は骨 に

までか えっていった のであ る.

そ して この一節 においては,も はや 自然 は和解的ではない.牧 歌におい

!
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'ては 人 間は 自然 の一要 素であ り
,自 然 と和解 し,そ の調和 の中に あ った.

しか し,こ こでは 自然 は人間 と対立 し,人 間を呑みつ くす もの とな ってい

る.・`soundingseas""stor皿yHebrides""whelmingtide"Y'示 され

る荒れ る海 は,骨 をもてあそ び,ほ うり投 げ,し か もそ の底 には 自然 の秩

序 に は入 らぬ ような怪物 の世 界を秘め てい る.叉,山 をこは,一 国を守 る程

の力を そなえた,超 自然 的な天使 の幻があ らわれ る.こ のよ うな 自然は人

間 を無 視す るものであ り,人 間を畏怖 させ るものであ る.

しか も,又,こ こで人間は空間の巨大な ひろが りのた だ中にある.海 岸

と海 が死者を 「遙か に洗 う」"washfaraway"と い う時,そ れ は決 して

漠 然 と言われているのではない.海1ま,北 は,Hebrides諸 島 のか なたV'

拡 が り,南 はCornwallのLand'sEndを 過 ぎては るかにスペイ ソの沖

に拡が っている.こ の遠い海原の拡が りは,我 々の周囲にひうがってゆ く

無 限の空間を暗示す る.、

さ らに,こ こには,時 間 の流れに対す る意識がお り込 まれてい る.Belle-

IrusはAeneasの 曽孫 のBrutusと 共y'国 に 来た とい うCorineusの

仲 間だ とされてお り,そ の名はLand'sEndの ローマ名に由来 す るもの

であ る.一 方,天 使Michae1が ス ペ インのと りでを見 つめてい るとい う

1のは,ス ペイ ンの無敵艦 隊の再来 と,ロ ーマ法 皇の力の侵入を防 ぐとい う
s

意味を もっていた.す るとここY'は,建 国の昔の伝説か ら,ロ ーマ時代 を

へて,こ の詩のかかれた当時の人 々に とっては きわめて時局的であ った事

.迄がふ くまれてい ることV'な る.こ れはイ ギ リス とい う国家の歴 史の歩み

Y'対 す る意識であ ると云 って よい.そ の意 識は,あ る場 合には,人 間Y'自

分 の位置を与え,そ の存在 の意義を感 じさせ るものであ るか もしれない.

しか し,同 時にその意識は,個 人 の生活や生涯を測 る時 間 とは,殆 ん ど尺

度が ことなってい るか のよ うに見 える,他 の一つ の巨大 な時 間の流れを示

し ている.そ の巨大な時 間の前Y'ひ と りの人生 はそ の長 さを失い,卑 小な

.点に過 ぎぬ もの となる.
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じの ような,自 然 の力 と,空 間の拡が りと,時 聞の流れを意識 す る時,

そ の中V'あ って,死V'よ ってその存在を終 る人間は,遂 に波 に漂 い,も て

あそ ばれる,骨 に過 ぎない.そ れは,こ の世 界におけ る入間のあ り方 のき

わ めて正確 な認 識である.Bushが こ こには神 のない国におけ る人間の卑
ア

小 さが示 されてい るとい う意味 の ことを言 ってい るのも,今 のべた意味に

お いて,こ の一 節に人間 のこの世界 におけ る卑小 さ と無力 さが示 され てい

る ことをのべた もの と理解す るべ きで あろ う.

こ の認識 は,今 日の我 々の人聞観 の一面に近い.今 日我 々は,我 々自身

の姿をそ の卑小 さ,無 力 さにおいて認め よ うとい うひ とつの傾向を持 って

い る.そ して夊,我 々は,自 分達が どこにい ったのかわか らない,と い う

喪失感 を感 じて いる.こ の意味において も死者 の骨が行 方 も知 らず,無 意

味に,た だ ひ とりで漂 ってい るとい う考えは,特 に今 日において正確 な,

ひ とつ の人 間のあ り方を示 してい るのであ る.

こ の眩惑 させ るよ うな,空 間 と時間 のひ ろが りと,そ の中で 自分は今 ど

こにい るのかわか らぬ とい う喪失感 を感 じる時,我 々は,自 分達 自身へ の

あわれみを願わずにはい られない.そ れは,死 者のための願 いであ る,

Lookhomeward,Angel,now,andmeltwithruth

And,Oyedolphins,waftthehaplessyouth.

(11.163-4)

とい う二行 に平行す るものであ る.天 使にあわれみを もってふる さとの方

を望む こ とを願 い,イ ル カに死者をやす らかに運ぶ ことを願 うとい うこの

二行に,我 々は我 々 自身 の故郷の喪失 とそ の回復へ の願いをか さね ること

がで きるのである.

しか し,次 の節に進む と我 々は,最 後 の価値 の転換がお こなわれた こ と

を知 る.今 迄見 てきた,死 者 の漂泊を えがいた一節 と,次 の,

Weepno皿ore,woefulshepherds,weepnomore,

(1.165

＼
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に始まる一節の繭には,ひ とつの断絶がある。そして,こ の節では,死 者

は神の秩序の中に入 り,あ らゆる問題は解決されてゆ く.こ の最終的な価

値 の転換は,ア ポ ロとペテロによってあたえられた以前の二度の価値の転

換 のよ うに外からの回答によっておこなわれてはいない.む しろそれは,

外面的には,ひ とつの断絶,あ るいは飛躍である.そ の飛躍は外部からの

指示によらず,自 己自身に対する正確な認識 と理解によってもたらされた
さ

ものである.死 者の漂泊をえが くことにおいて,あ らゆるいつわ りのな ぐ

さめのかなたにある,真 実のあ り方が示された.そ して人間は,真 実をは

っき りと知ることによって,よ り高い秩序へ と動かされる事があるのであ

る.

その秩序はMiltonに おいては,キ リス ト教の信仰の保証する秩序であ

り,そ れは太陽が水に沈んでもふたたびのぼることにた とえられる死者の

よみがえ りと,天 上の聖徒達の 音楽によってあらわされている 秩序であ

る.

我々は,し かしながら,こ のmか ら,そ の秩序を直接十分に感じとる

ことができるであろ うか.少 くとも私には,前 の一節で人間の卑小さや無

力さが感じられたほ どY'ここで秩序 と平安を感じることはむつかしいよう

に思われるのである.

その理由は,第 一には我々の中では宗教的な表現がその力を十分に発揮
9

で きない こ とがあげ られ る.こ の詩がTillyardの 言 うよ うに,あ る意味

で,「 自分 の命を救 お うとす る ものは,そ れを失 い,そ れ を失 うものは,

保 つ のであ る」(ル カに よる福 音書,第17章 第33節)と い う逆説 と同じこ

とを言 ってい る ことは一応理解で きるか もしれぬ.何 となれば,逆 説そ の

ものはキ リス ト教Y'限 らぬ普遍 的な ものであ りうるか らである.し か しそ

の保たれた命 の よろ こびを直接 に このキ リス ト教的な像の中に感 じるこ と

は,む つか しい ことの よ うに思われ る.し か し,こ れは我 々ばか りではな

く現代 の人間一般 の問題で もあ るか もしれ ない.
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しか しなが ら,た とえ一瞬 の間にせ よ,自 己の混乱 をのがれ,か すか な

調和 を感 じる ことは誰 の体験Y'も あ るこ とで あろ う.そ の時 の一瞬 の静 寂

を知 る者 に とって,第186行 か らの8行 は常に親 しい ものである.

   Thus sang the the uncouth swain to th' oaks and rills, 

While the still morn went out with sandals  grey  : 

He touched the tender stops of various quills, 

With eager thought warbling his Doric  lay  : 

And now the sun had stretched out all the hills, 

And now was dropt into the western  bay  ; 

At last he rose, and twitched his mantle  blue  : 

To-morrow to fresh woods, and pastures new. 

                                  (11. 186-193)

こ こY'は ひ とつ の問題を解決 した者の もつ静け さがあ る.も し牧 歌的 とい

うことを考え るな らば,こ の八行は,そ れだけ切 りはなしてみれば,ま ぎ

れ もない牧 歌であ る.し か しそれ は,詩 全体か らみれば,牧 歌の範 囲をは

るかに超えた精神 の動 きを もつつむ,高 い次元におけ る調和 の世界なので

あ る.こ とY',最 後 め二行 におい て,"twitchedhismantleblue"と い

う所,上 衣 を無 雑作 には ら うとい う所V',肯 定 的に何かを決意 した後 の人

間 の行為 の明か るい軽やか さがあ らわれてい る,そ して,森 と牧場 の意 味・

す る多 くの もののひ とつには,ひ とつ の秩序 に 現に見てはいないけれ

ども,そ の存在を信 じ,明 日に もそ こに達 す るかの ごと く行動す る ことに

よって今 日の平 安を我 々に与 える秩序 に 參 加す ることを決意 した者 の

目に うつ る調和 的な世界の姿がある と言 って よい.そ れ はた だちに秩序 に

入 るこ とを望む ので はな く,そ の秩序 の存在を信 じて,・ 未来 に"To-

morrow"ひ らかれ る自分の場"woodsandpastures"を 受 入

れ るこ と,い いかえれぼ,こ の世にあ ることに耐}る 勇気を持 つ ことに他

な らない.こ の詩 の結末がParadiseLostの 結 末 と似てい ることは決 し
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て偶然ではない.

The world was all before them, where to choose 

Their place of rest, and Providence their  guide  : 

They, hand in hand, with wandering steps and slow, 

Through Eden took their solitary way. 

                                 (XII, 646-649)

も とよ りここにはLycidasの 終 りにみ られた一種 の軽快 さは ない.し か

し,こ の二つ の詩 の終 りには,い ず れの詩において も,真 にあ る姿 を知 る

ことに よって,自 己のあるべ き姿を知 り,眼 前 に開ける世界に身を置 くこ

とを耐え る決意を した人間,い わば,在 るこ とに耐 える勇気 を持 った人 間

がたたず んでい るのであ る.
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